


















　計画を策定するに当たり、学識経験者・計画地域の市町長・計画地域の住民で構成された
協議会を開催し、検討を重ねてきました。また協議会は計画策定後も存続していきます。



水は、

命の源として、私たちに恵みとうる
おいをもたらし、古来から生活を支え
ている。
一方で、水は、時として氾濫し、私

たちの生活に大きな影響を与えている。

これまでの治水は、雨水を河川等に集めて、早く安全に流すことを基本とし、河川における対策

として、ダム、堤防等の設置、河道の拡幅等の整備を進め、下水道における対策として雨水を排水

するための管渠(きよ)等の整備を進めることにより行われてきた。

しかし、河川の上流の周辺では開発が進行して雨水が流出しやすくなり、河川の下流の周辺では

高度な都市化が進行して大きな被害が生じやすくなるとともに、近年、台風に伴う大雨のみならず、

局地的に集中する大雨が多発することで、従来よりも浸水による被害が拡大している。

こうした状況のもと、これまでの治水対策に加え、地域における特性及び課題に着目し、流域全

体で雨水を一時的に貯留し、又は地下に浸透させる対策及び浸水が発生した場合における被害の軽

減を図る対策を効果的に組み合わせて実施する総合治水の必要性が高まっている。

このため、総合治水の基本理念を明らかにするとともに、総合治水に関する施策を定め、もって

県、市町及び県民が協働して総合治水を推進することを目的として、この条例を制定する。
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平成25年小学生の夏

みんなの「川・道・港」
絵画コンクール

夏休みに中播磨の小学生を対象に、“2013 みんなの「川・道・港」絵画コンクール”を行いました。
その中の河川を描いた入選作品です。

安室東小学校 1年 原田梁太 甘地小学校 5 年 吉田朱莉

福崎小学校 3 年 吉田愛菜 川辺小学校 6 年 石田爽馬

田原小学校 2年 中山湧太 手柄小学校 6 年 野田千加
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